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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

普段の日常生活で起こっている様々な現象がなぜそうなるのかは、物理という学問で説明されま

す。身近な出来事を「そんなものだ」とそのまま鵜呑みにするのではなく、原因と法則をしっかり

理解すれば将来の予想が出来るうえに、新しい何かを発見することが出来ます。 

「どうして？」この言葉を常に心の中に持ち続けて考えて下さい。 

 

２ 学習の到達目標 

物理学が日常生活や社会を支える科学技術と密接に結びついていることを理解し、物体の運動や 

様々なエネルギーへの関心を高める。その基本的な概念や原理・法則の理解のために、生徒自らが

課題を見つけ、考え、見通しをもって主体的に取り組み、習得したものを用いて、身近な物理的な

事物・現象を物理学的に解釈し、また、物理がかかわる問題に直面したときに、自分の力で解決す

る方法を見いだす能力や考え方を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との

関連を図りながら

様々な物理現象に関

心をもち、意欲的に探

究しようとするとと

もに、物理の幅の広さ

と多様性を常に意識

するなど、科学的な見

方や考え方を身に付

けている。 

身近な物理現象の中

に疑問を見いだし、探

究する課程を通して、

事象を科学的に考察

し、導き出した考えを

適切に表現している。 

物理現象に関する観

察、実験などを行い、

基本操作を習得する

とともに、それらの

過程や結果を的確に

記録、整理し、自然

の事物・現象を科学

的に探究する技能を

身に付けている。 

物理現象について、

基本的な概念や原

理・原則を理解し、

知識を身に付けてい

る。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやプリントの

記述 

問題集への取り組み 

実験観察 

 

 

学習状況の観察 

ノートやプリントの

記述 

問題集への取り組み 

実験観察 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやプリントの

記述 

問題集への取り組み 

実験観察 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやプリントの

記述 

問題集への取り組み 

実験観察 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 
 

学 
 

期 

運
動
の
表
し
方 

速度 ○  ○  a:日常見慣れている様々な運

動について、物理的な現象と

して、動きの規則性やその原

因を解明しようという意識

が見られる。 

b:変位や速度、加速度といった

基礎となる量を理解し、組み

合わせて運動を物理的に理

解できる。 

c:速度を実験器具を使って測

定しながら解析し、量的な関

係をとらえることができる。 

d:等加速度運動の式を用いて、

時間・変位・速度を求めるこ

とができる。 

学習状況 

ノート 

プリント記述 

問題集 

実験観察 

定期考査 

加速度  ○   

落体の運動    ○ 

２ 
 

学 
 

期 

力 力 ○    a:力の性質をもとに、力がはた

らいたときの物体の運動の

様子を調べようとする。 

b:物体にはたらく力を「Ａから

Ｂにはたらく力」と説明でき

る。 

c:力を器具を使って測定しな

がら運動を解析し、量的な関

係をとらえることができる。 

d:フックの法則を用いて、バネ

の変位や復元力を求めるこ

とができる。 

学習状況 

ノート 

プリント記述 

問題集 

実験観察 

定期考査 

力のつり合い  ○   

作用と反作用   ○  

いろいろな力    ○ 

運
動
の
法
則 

慣性の法則 ○    a:力と加速度、質量と加速度の

関係を調べようとする。 

b:力と加速度の関係、質量と加

速度の関係から、運動方程式

を導くことができる。 

c:運動の原因となる力をさぐ

る過程を通して運動の法則

を理解し、さらに未知の運動

を解くことができる。 

d:運動の法則に基づき、様々な

運動を理解し、物体の位置や

速度を予測できる。 

運動の法則  ○ ○  

運動方程式の活用    ○ 



３ 
 

学 
 

期 

運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

仕事 ○    a:仕事の物理的な意味とエネ

ルギーという概念を理解し、

物理現象をエネルギーの観

点から理解しようとする。 

b:位置、運動といった一見異な

るエネルギー間に、量的規則

性があることを理解できる。 

c:速度や力といった直接測定

できる量を組み合わせて、運

動エネルギーなどの新たな

量的関係を類推できる。 

d:運動について個々の物理量

の量的関係を理解できる。 

学習状況 

ノート 

プリント記述 

問題集 

実験観察 

定期考査 

運動エネルギー  ○   

位置エネルギー  ○   

力学的エネルギーの保存則   ○ ○ 

 

※ 表中の観点について ａ:関心・意欲・態度   ｂ:思考・判断・表現 

ｃ:技能         ｄ:知識・理解 

  

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 


